別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名:岐阜県地鶏肉認証推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　養鶏養豚担当　電話番号：058-272-1111（内2875）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：205千円（前年度予算額：205千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　「農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律」（通称：ＪＡＳ法）に基づく登録認定機関としての業務を行う。
　岐阜県では、「地鶏肉」「有機農産物及び有機加工食品」の生産行程管理者の認定を行っており、畜産課では、「地鶏肉」の業務を行っている。

　なお、「有機農産物及び有機加工食品」については、農業技術課が業務を行っている。

年間の業務としては、主に次の２つ
1） 認定事業者の年次調査（岐阜アグリフーズ㈱、㈲とり沢、鳥信商店）
2） 新規事業者の認定業務

	２　所要経費


1） 判定委員会運営経費（２回開催分）　68千円
2） 審査員旅費（新規認定・年次調査）　67千円
3） 登録認定機関連絡会議他旅費　37千円
4） その他事務経費　33千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
・農畜産物の付加価値やブランド力を高める
	２　これまでの取組状況


　平成13年から「地鶏肉」の認定業務を開始し、これまで５事業者の認定を行った。
　現在（平成22年10月時点）、３事業者が認定されており、これらの地鶏肉は、全て「奥美濃古地鶏」である。
	３　これまでの取組に対する評価


　中部地方で「地鶏肉」の認定を行う登録認定機関は、岐阜県のみである。
このため、県内の地鶏肉生産者（奥美濃古地鶏）にとって利便性が高く、県産銘柄畜産物の振興に寄与している。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源
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予算額
	205
	0
	0
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	0
	0
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	0

	要求額
	205
	0
	0
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	0
	0
	0
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